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収
穫
の
秋
!!

　
深
浦
小
学
校
の
５
年
生
が
、
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
収
穫
出
来
て
満
面
の
笑
み
！

　失
　敗

　
岩
崎
の
森
山
海
岸
で
す
。

　
水
彩
画
を
始
め
た
頃
の
絵
で
す
が
、

完
全
失
敗
作
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
、

海
の
色
が
い
か
に
も
不
自
然
で
わ
ざ

と
ら
し
い
。
雲
も
岩
肌
も
順
調
に
塗

り
進
め
て
い
た
の
に
、
最
後
の
最
後

に
色
の
選
択
ミ
ス
。
全
く
ツ
メ
が
甘

い
。

　
同
じ
よ
う
な
失
敗
を
何
度
も
く
り

返
し
、
少
し
は
思
い
通
り
の
色
を
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な…

と
今
は

思
え
ま
す
。

　
　
　
　

　
話
は
飛
躍
し
ま
す
が
、
私
の
少
年

期
は
ス
ポ
根
全
盛
で
す
。
漫
画
を
例

に
と
れ
ば
「
巨
人
の
星
」
や
「
あ
し

た
の
ジ
ョ
ー
」
。
失
敗
や
挫
折
の
ど

ん
底
か
ら
何
度
も
は
い
上
が
り
、
必

死
に
前
に
進
む
主
人
公
の
生
き
方
に
、

人
生
の
高
い
価
値
を
見
出
し
た
世
代

で
す
。
血
と
汗
と
涙
で
汚
れ
た
、
泥

く
さ
い
姿
こ
そ
が
美
し
い
、
と
少
年

た
ち
に
は
素
直
に
思
え
ま
し
た
。

　
比
べ
て
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
苦

難
は
極
力
迂
回
し
、
失
敗
は
必
死
に

避
け
よ
う
と
し
ま
す
。
自
信
喪
失
し

た
自
分
の
姿
も
ひ
た
す
ら
隠
そ
う
と

し
ま
す
。
立
ち
止
ま
っ
た
り
戻
っ
た

り
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
無
難

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
こ
と
が
ス
マ
ー

ト
で
価
値
あ
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

星
飛
雄
馬
も
矢
吹
丈
も
ダ
サ
イ
の
で

す
。
（
笑
）

　
今
の
子
ど
も
は
根
性
な
し
？
　
い

え
、
実
は
一
番
悪
い
の
は
周
り
の
大

人
た
ち
で
す
！
　

　
子
ど
も
が
失
敗
を
極
端
に
嫌
う
の

は
、
大
人
が
失
敗
さ
せ
な
い
か
ら
で

す
。
子
ど
も
が
や
る
こ
と
全
て
に
大

人
が
首
を
突
っ
込
み
、
よ
っ
て
た
か

っ
て
丁
寧
に
露
払
い
し
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
危
険
、
あ
ら
ゆ
る
失

敗
を
取
り
除
く
た
め
に
、
完
璧
な
対

策
を
下
準
備
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
学
校
し
か
り
、
家
庭
も
し
か
り
。

試
行
錯
誤
も
紆
余
曲
折
も
波
瀾
万
丈

も
な
い
、
ひ
た
す
ら
筋
書
き
通
り
の

サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
し
か
子
ど
も

に
提
供
し
な
い
の
で
す
。

　
子
の
為
を
思
う
大
人
の
「
善
意
」
、

で
も
次
の
格
言
は
衝
撃
的
で
す
。

　
地
獄
へ
の
道
は
「
善
意
」
で
敷
き

つ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
無
菌
室
で
過
保
護
に
育
っ
た
子
ど

も
は
、
大
し
た
挫
折
も
経
験
せ
ず
、

極
め
て
逆
境
に
弱
い
若
者
に
な
り
果

て
ま
す
。
さ
さ
い
な
成
功
で
ほ
め
ら

れ
続
け
、
こ
の
程
度
の
努
力
で
認
め

て
く
れ
る
の
か
と
向
上
心
も
乏
し
く

な
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
失
敗
を
指
摘

さ
れ
る
と
耐
性
が
な
い
分
、
極
端
に

落
ち
込
む
か
猛
反
発
し
て
し
ま
う
か

で
す
。

　
先
が
読
め
な
い
今
の
時
代
、
自
分

の
失
敗
を
認
め
ず
そ
こ
か
ら
学
ぼ
う

と
も
し
な
い
若
者
に
居
場
所
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
大
人
が
、
「
善
意
」
を
見

直
す
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
教
育
長
　
草
創
　
文
人
）

草
創
教
育
長
の

　
　
　「今
月
の
一
枚
」

（上段左から）

　ふくさわ　か ん たくん（５さい）
　つ ち や　こ こ ろさん（５さい）
　み か み　ひ ろ とくん（５さい）
　こ　　ん　りゅうのすけくん（５さい）
（下段左から）

　か さ い　か　　いくん（５さい）
　こ ぬ ま　よ　　りくん（５さい）
　お お た　しゅうすけくん（５さい）
　い そ べ　ゆうしんくん（５さい）

柳田保育園のなかよしたち

「じょうずにかけたよ」

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、お
誕生日を迎えたチビッ
コ達をご紹介します

坪根　　葵ちゃん
（風合瀬）　R１／10／25生
「いつでも笑顔でいてね♪」

あおい

大川　時生くん
（北金２区）　H29／10／29生
「いつも笑顔でいようね　」

おとき

成田　花楓ちゃん
（３区）　R１／10／17生

「いっぱい食べていっぱい遊ぼうね♡」

かえで

松沢　優李くん
（３区）　R１／10／19生
「これからも元気にやんちゃに大きくなぁれ！

生まれてきてくれてありがとう♥」

りゆう
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表
彰
表
彰

　
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
社
会
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬

愛
し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
２
５
９
名
に

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
９
月
16
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た

深
浦
町
生
き
い
き
健
康
福
祉
祭
の

際
に
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
式
典
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
熊
谷
満・紀
子（
横
磯
）

◆
上
田
昭
一・き
く
　（
３
区
）

◆
境
光
四
郎・み
よ
し（
３
区
）

◆
笹
森
武
悦・京（
３
区
）

◆
千
﨑
輝
夫・初
美
子（
５
区
）

◆
斉
藤
光
秋・　
枝（
７
区
）

◆
竹
越
誠
智・タ
ツ
ヱ（
７
区
）

◆
岸
本
喜
三
郎・あ
き
江（
崎
の
町
）

◆
嶋
元
初
男・ひ
ろ（
崎
の
町
）

◆
佐
山
昭
六・テ
ツ（
川
原
町
）

◆
二
階
勝
美・桃
江（
川
原
町
）

◆
会
津
國
敎・キ
ヌ
ヱ（
12
区
）

◆
浜
谷
睦
雄・に
ゑ（
広
戸
）

２
５
９
名
の
ご
長
寿
を
紹
介

〜
ダ
イ
ヤ
婚
・

　
　金婚
・
米
寿
〜

◆
木
村
秀
義・れ
い
子（
相
野
山
）

◆
永
谷
清
吉・レ
イ（
相
野
山
）

◆
福
沢
小
一・正
子（
相
野
山
）

◆
平
岡
多
七・サ
チ（
塩
見
崎
）

◆
平
岡
　
七
郎・タ
キ（
塩
見
崎
）

◆
野
呂
健
一・エ
ツ（
驫
木
）

◆
小
野
信
義・ヤ
チ
ヱ（
田
野
沢
）

◆
大
山
秀
市・愛（
北
金
１
区
）

◆
松
下
戈
繁・妙（
北
金
１
区
）

◆
大
川
武
夫・ツ
ヨ（
北
金
２
区
）

◆
鎌
田
長
市・セ
ツ（
北
金
２
区
）

◆
根
上
武
義・ハ
ナ
ヱ（
北
金
２
区
）

◆
宮
川
良
次・き
ぬ（
北
金
２
区
）

◆
工
藤
隆
司・セ
ツ（
北
金
３
区
）

◆
草
譯
恒・レ
イ
子（
柳
田
）

◆
岩
谷
和
夫・リ
サ（
岩
坂
）

◆
秋
元
繁・み
ど
り（
沢
辺
）

◆
神
林
豊
太
郎・テ
ヱ
子（
沢
辺
）

　
◆
坂
本
正
人・繁
子（
舮
作
）

◆
粟
谷
清・明
子（
横
磯
）

◆
佐
藤
英
文・英
子（
３
区
）

◆
西
崎
健
一・ゑ
こ（
３
区
）

◆
田
中
昇・映
子（
５
区
）

◆
中
川
善
文・千
惠
子（
６
区
）

◆
菅
原
又
男・つ
ゆ（
７
区
）

◆
伊
藤
嘉
弘・ま
さ
子（
崎
の
町
）

◆
紀
本
悦
蔵・成
子（
崎
の
町
）

◆
斉
藤
博・リ
ヨ（
崎
の
町
）

◆
藤
本
晃・良
子（
崎
の
町
）

◆
村
上
健
作・槇
子（
川
原
町
）

◆
山
本
修
一・と
も
子（
12
区
）

◆
吉
田
廣
道・ゆ
き（
広
戸
）

◆
永
谷
孝
則・ユ
リ
子（
相
野
山
）

◆
竹
内
良
治・雪
子（
松
原
）

◆
野
呂
正
雄・ユ
ウ
子（
驫
木
）

◆
吉
田
清
澄・登
貴
子（
驫
木
）

◆
吉
田
正
己・繁
子（
驫
木
）

◆
小
野
清
吉・ふ
さ
子（
晴
山
）

◆
三
浦
操・ハ
ツ
ヱ（
晴
山
）

◆
兼
平
勝
雄・幸
子（
田
野
沢
）

◆
山
本
勝
雄・ミ
サ
子（
田
野
沢
）

◆
岩
谷
武
美・あ
き
ゑ（
北
金
１
区
）

◆
小
野
文
之・節（
北
金
１
区
）

◆
北
原
文
行・妙
子（
北
金
１
区
）

◆
田
附
康
司・絹
子（
北
金
１
区
）

◆
古
川
多
賀
夫・信
子（
北
金
３
区
）

◆
古
川
実・礼
子（
北
金
３
区
）

◆
八
木
橋
信
一・よ
つ（
北
金
３
区
）

◆
伊
東
芳
直・紀
美
子（
関
）

◆
木
村
康
教・侑
子（
関
）

◆
島
武
春・榮
子（
関
）

◆
島
義
正・キ
ヌ
子（
関
）

◆
島
米
政・つ
か（
関
）

◆
中
原
廉
三・と
こ（
関
）

◆
藤
田
薫・ゆ
り
子（
柳
田
）

◆
秋
元
定
昭・月
　（
沢
辺
）

◆
鶴
田
十
美
男・エ
ツ（
沢
辺
）

◆
古
田
務・な
つ
ゑ（
沢
辺
）

◆
堀
内
義
之・篤
子（
沢
辺
）

◆
菊
池
孝・し
げ
子（
岩
崎
下
）

◆
半
田
清・鈴
子（
岩
崎
下
）

◆
金
谷
準・文
代（
正
久
）

◆
笹
森
干
城・啓
子（
正
久
）

◆
村
山
繁
雄・文
子（
正
久
）

◆
中
村
勉・愛
子（
森
山
）

◆
大
屋
久
雄・ゆ
き
子（
松
神
）

◆
泉
谷
信
義・恵
保
子（
黒
崎
）

◆
岩
本
隆・美
津
子（
黒
崎
）

◆
工
藤
成
浩・智
穂
子（
黒
崎
）

◆
七
戸
尚
武・秀
子（
黒
崎
）

◆
佐
藤
惠
美（
横
磯
）

◆
熊
谷
も
も（
横
磯
）

◆
村
上
恒
四
郎（
横
磯
）

◆
島
川
た
ま
子（
３
区
）

◆
木
村
勝
三
郎（
３
区
）

◆
川
村
春
江（
３
区
）

◆
金
沢
フ
ヂ
ヱ（
４
区
）

◆
島
元
り
子（
５
区
）

◆
上
田
幸
男（
５
区
）

◆
千
﨑
キ
ミ
ヱ（
５
区
）

◆
須
藤
ひ
さ（
５
区
）

◆
西
﨑
利
子（
６
区
）

◆
草
野
瑛（
６
区
）

◆
上
田
と
よ（
６
区
）

◆
島
川
セ
イ
子（
６
区
）

◆
相
馬
英
子（
７
区
）

◆
柿
﨑
宗
藏（
崎
の
町
）

◆
伊
東
怜
子（
川
原
町
）

◆
又
地
み
ち
ゑ（
川
原
町
）

◆
唐
牛
正
剛（
12
区
）

◆
小
山
シ
ヅ
エ（
12
区
）

◆
今
力（
長
慶
平
）

◆
島
川
み
つ
よ（
東
野
）

◆
吉
井
は
つ
ゑ（
東
野
）

◆
福
沢
榮
作（
広
戸
）

◆
野
呂
ク
ニ（
広
戸
）

◆
西
﨑
多
尋（
広
戸
）

◆
福
沢
ミ
ヱ（
相
野
山
）

◆
黒
滝
義
二（
相
野
山
）

◆
板
谷
哲
夫（
塩
見
崎
）

◆
黒
滝
清
美（
塩
見
崎
）

◆
木
村
よ
し
ゑ（
塩
見
崎
）

◆
大
澤
拳
藏（
塩
見
崎
）

◆
黒
滝
勘
三（
塩
見
崎
）

◆
大
沢
千
代
久（
塩
見
崎
）

◆
大
沢
義
男（
塩
見
崎
）

◆
黒
滝
フ
ク（
塩
見
崎
）

◆
間
山
ゆ
み（
塩
見
崎
）

◆
吉
田
忠
雄（
驫
木
）

◆
野
呂
義
行（
驫
木
）

◆
福
沢
チ
カ（
驫
木
）

◆
吉
田
萬
助（
驫
木
）

◆
　
地
と
め（
驫
木
）

◆
村
山
カ
チ
ヱ（
風
合
瀬
）

◆
山
本
サ
ヱ（
風
合
瀬
）

◆
三
浦
ミ
ヱ（
風
合
瀬
）

◆
大
船
秋
江（
晴
山
）

◆
長
谷
川
武
次
郎（
北
金
１
区
）

◆
大
川
榮
三
男（
北
金
１
区
）

◆
長
谷
川
き
よ
み（
北
金
２
区
）

◆
脇
川
し
さ（
北
金
３
区
）

◆
櫛
引
武
憲（
北
金
３
区
）

◆
亀
山
辰
己（
関
）

◆
京
谷
キ
ヌ（
関
）

◆
田
村
セ
ツ（
関
）

◆
木
村
と
し（
関
）

◆
島
文
子（
関
）

◆
菅
原
君
江（
関
）

◆
岩
谷
マ
ツ
エ（
柳
田
）

◆
柳
野
ひ
さ（
柳
田
）

◆
米
谷
國
男（
柳
田
）

◆
草
訳
い
つ
ゑ（
柳
田
）

◆
岩
谷
キ
ヨ（
岩
坂
）

◆
藤
田
れ
い
子（
岩
坂
）

◆
岩
谷
ユ
キ
ヱ（
岩
坂
）

◆
岩
谷
敬
一
郎（
岩
坂
）

◆
黄
金
崎
ま
つ
の（
沢
辺
）

◆
神
馬
カ
ホ（
沢
辺
）

◆
佐
藤
啓
一
郎（
岩
崎
下
）

◆
佐
藤
み
ゑ（
岩
崎
下
）

◆
七
戸
て
い（
岩
崎
下
）

◆
塩
谷
正
義（
岩
崎
中
）

◆
佐
藤
文
子（
岩
崎
上
）

◆
熊
谷
ハ
ナ（
岩
崎
上
）

◆
小
山
な
つ
ゑ（
岩
崎
上
）

◆
亀
川
榮
子（
正
久
）

◆
川
内
栄
子（
正
久
）

◆
伊
勢
ま
つ
ゑ（
正
久
）

◆
加
藤
清
四
郎（
正
久
）

◆
平
沢
テ
ル（
森
山
）

◆
柴
田
り
つ（
森
山
）

◆
柴
田
満（
森
山
）

◆
川
内
ノ
キ（
松
神
）

◆
工
藤
ち
よ（
黒
崎
）

◆
七
戸
み
ゑ（
黒
崎
）

◆
岩
本
榮
子（
黒
崎
）

◆
菊
池
照
子（
大
間
越
）

◆
菊
池
勝
男（
大
間
越
）

◆
齋
藤
裕（
大
間
越
）

◆
平
澤
光
子（
大
間
越
）

◆
柴
田
嘉
明（
大
間
越
）

◆
阿
保
せ
ち（
大
間
越
）

◆
泉
ス
ヱ（
大
間
越
）

表
彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚
60
年
）

米
寿（
88
歳
）

金
婚（
結
婚
50
年
）
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表
彰
表
彰

　
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

様
々
な
分
野
で
活
躍
し
、
社
会
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
高
齢
者
を
敬

愛
し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
、
金
婚
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
２
５
９
名
に

顕
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　
９
月
16
日
に
開
催
予
定
だ
っ
た

深
浦
町
生
き
い
き
健
康
福
祉
祭
の

際
に
表
彰
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
式
典
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
熊
谷
満・紀
子（
横
磯
）

◆
上
田
昭
一・き
く
　（
３
区
）

◆
境
光
四
郎・み
よ
し（
３
区
）

◆
笹
森
武
悦・京（
３
区
）

◆
千
﨑
輝
夫・初
美
子（
５
区
）

◆
斉
藤
光
秋・　
枝（
７
区
）

◆
竹
越
誠
智・タ
ツ
ヱ（
７
区
）

◆
岸
本
喜
三
郎・あ
き
江（
崎
の
町
）

◆
嶋
元
初
男・ひ
ろ（
崎
の
町
）

◆
佐
山
昭
六・テ
ツ（
川
原
町
）

◆
二
階
勝
美・桃
江（
川
原
町
）

◆
会
津
國
敎・キ
ヌ
ヱ（
12
区
）

◆
浜
谷
睦
雄・に
ゑ（
広
戸
）

２
５
９
名
の
ご
長
寿
を
紹
介

〜
ダ
イ
ヤ
婚
・

　
　金婚
・
米
寿
〜

◆
木
村
秀
義・れ
い
子（
相
野
山
）

◆
永
谷
清
吉・レ
イ（
相
野
山
）

◆
福
沢
小
一・正
子（
相
野
山
）

◆
平
岡
多
七・サ
チ（
塩
見
崎
）

◆
平
岡
　
七
郎・タ
キ（
塩
見
崎
）

◆
野
呂
健
一・エ
ツ（
驫
木
）

◆
小
野
信
義・ヤ
チ
ヱ（
田
野
沢
）

◆
大
山
秀
市・愛（
北
金
１
区
）

◆
松
下
戈
繁・妙（
北
金
１
区
）

◆
大
川
武
夫・ツ
ヨ（
北
金
２
区
）

◆
鎌
田
長
市・セ
ツ（
北
金
２
区
）

◆
根
上
武
義・ハ
ナ
ヱ（
北
金
２
区
）

◆
宮
川
良
次・き
ぬ（
北
金
２
区
）

◆
工
藤
隆
司・セ
ツ（
北
金
３
区
）

◆
草
譯
恒・レ
イ
子（
柳
田
）

◆
岩
谷
和
夫・リ
サ（
岩
坂
）

◆
秋
元
繁・み
ど
り（
沢
辺
）

◆
神
林
豊
太
郎・テ
ヱ
子（
沢
辺
）

　
◆
坂
本
正
人・繁
子（
舮
作
）

◆
粟
谷
清・明
子（
横
磯
）

◆
佐
藤
英
文・英
子（
３
区
）

◆
西
崎
健
一・ゑ
こ（
３
区
）

◆
田
中
昇・映
子（
５
区
）

◆
中
川
善
文・千
惠
子（
６
区
）

◆
菅
原
又
男・つ
ゆ（
７
区
）

◆
伊
藤
嘉
弘・ま
さ
子（
崎
の
町
）

◆
紀
本
悦
蔵・成
子（
崎
の
町
）

◆
斉
藤
博・リ
ヨ（
崎
の
町
）

◆
藤
本
晃・良
子（
崎
の
町
）

◆
村
上
健
作・槇
子（
川
原
町
）

◆
山
本
修
一・と
も
子（
12
区
）

◆
吉
田
廣
道・ゆ
き（
広
戸
）

◆
永
谷
孝
則・ユ
リ
子（
相
野
山
）

◆
竹
内
良
治・雪
子（
松
原
）

◆
野
呂
正
雄・ユ
ウ
子（
驫
木
）

◆
吉
田
清
澄・登
貴
子（
驫
木
）

◆
吉
田
正
己・繁
子（
驫
木
）

◆
小
野
清
吉・ふ
さ
子（
晴
山
）

◆
三
浦
操・ハ
ツ
ヱ（
晴
山
）

◆
兼
平
勝
雄・幸
子（
田
野
沢
）

◆
山
本
勝
雄・ミ
サ
子（
田
野
沢
）

◆
岩
谷
武
美・あ
き
ゑ（
北
金
１
区
）

◆
小
野
文
之・節（
北
金
１
区
）

◆
北
原
文
行・妙
子（
北
金
１
区
）

◆
田
附
康
司・絹
子（
北
金
１
区
）

◆
古
川
多
賀
夫・信
子（
北
金
３
区
）

◆
古
川
実・礼
子（
北
金
３
区
）

◆
八
木
橋
信
一・よ
つ（
北
金
３
区
）

◆
伊
東
芳
直・紀
美
子（
関
）

◆
木
村
康
教・侑
子（
関
）

◆
島
武
春・榮
子（
関
）

◆
島
義
正・キ
ヌ
子（
関
）

◆
島
米
政・つ
か（
関
）

◆
中
原
廉
三・と
こ（
関
）

◆
藤
田
薫・ゆ
り
子（
柳
田
）

◆
秋
元
定
昭・月
　（
沢
辺
）

◆
鶴
田
十
美
男・エ
ツ（
沢
辺
）

◆
古
田
務・な
つ
ゑ（
沢
辺
）

◆
堀
内
義
之・篤
子（
沢
辺
）

◆
菊
池
孝・し
げ
子（
岩
崎
下
）

◆
半
田
清・鈴
子（
岩
崎
下
）

◆
金
谷
準・文
代（
正
久
）

◆
笹
森
干
城・啓
子（
正
久
）

◆
村
山
繁
雄・文
子（
正
久
）

◆
中
村
勉・愛
子（
森
山
）

◆
大
屋
久
雄・ゆ
き
子（
松
神
）

◆
泉
谷
信
義・恵
保
子（
黒
崎
）

◆
岩
本
隆・美
津
子（
黒
崎
）

◆
工
藤
成
浩・智
穂
子（
黒
崎
）

◆
七
戸
尚
武・秀
子（
黒
崎
）

◆
佐
藤
惠
美（
横
磯
）

◆
熊
谷
も
も（
横
磯
）

◆
村
上
恒
四
郎（
横
磯
）

◆
島
川
た
ま
子（
３
区
）

◆
木
村
勝
三
郎（
３
区
）

◆
川
村
春
江（
３
区
）

◆
金
沢
フ
ヂ
ヱ（
４
区
）

◆
島
元
り
子（
５
区
）

◆
上
田
幸
男（
５
区
）

◆
千
﨑
キ
ミ
ヱ（
５
区
）

◆
須
藤
ひ
さ（
５
区
）

◆
西
﨑
利
子（
６
区
）

◆
草
野
瑛（
６
区
）

◆
上
田
と
よ（
６
区
）

◆
島
川
セ
イ
子（
６
区
）

◆
相
馬
英
子（
７
区
）

◆
柿
﨑
宗
藏（
崎
の
町
）

◆
伊
東
怜
子（
川
原
町
）

◆
又
地
み
ち
ゑ（
川
原
町
）

◆
唐
牛
正
剛（
12
区
）

◆
小
山
シ
ヅ
エ（
12
区
）

◆
今
力（
長
慶
平
）

◆
島
川
み
つ
よ（
東
野
）

◆
吉
井
は
つ
ゑ（
東
野
）

◆
福
沢
榮
作（
広
戸
）

◆
野
呂
ク
ニ（
広
戸
）

◆
西
﨑
多
尋（
広
戸
）

◆
福
沢
ミ
ヱ（
相
野
山
）

◆
黒
滝
義
二（
相
野
山
）

◆
板
谷
哲
夫（
塩
見
崎
）

◆
黒
滝
清
美（
塩
見
崎
）

◆
木
村
よ
し
ゑ（
塩
見
崎
）

◆
大
澤
拳
藏（
塩
見
崎
）

◆
黒
滝
勘
三（
塩
見
崎
）

◆
大
沢
千
代
久（
塩
見
崎
）

◆
大
沢
義
男（
塩
見
崎
）

◆
黒
滝
フ
ク（
塩
見
崎
）

◆
間
山
ゆ
み（
塩
見
崎
）

◆
吉
田
忠
雄（
驫
木
）

◆
野
呂
義
行（
驫
木
）

◆
福
沢
チ
カ（
驫
木
）

◆
吉
田
萬
助（
驫
木
）

◆
　
地
と
め（
驫
木
）

◆
村
山
カ
チ
ヱ（
風
合
瀬
）

◆
山
本
サ
ヱ（
風
合
瀬
）

◆
三
浦
ミ
ヱ（
風
合
瀬
）

◆
大
船
秋
江（
晴
山
）

◆
長
谷
川
武
次
郎（
北
金
１
区
）

◆
大
川
榮
三
男（
北
金
１
区
）

◆
長
谷
川
き
よ
み（
北
金
２
区
）

◆
脇
川
し
さ（
北
金
３
区
）

◆
櫛
引
武
憲（
北
金
３
区
）

◆
亀
山
辰
己（
関
）

◆
京
谷
キ
ヌ（
関
）

◆
田
村
セ
ツ（
関
）

◆
木
村
と
し（
関
）

◆
島
文
子（
関
）

◆
菅
原
君
江（
関
）

◆
岩
谷
マ
ツ
エ（
柳
田
）

◆
柳
野
ひ
さ（
柳
田
）

◆
米
谷
國
男（
柳
田
）

◆
草
訳
い
つ
ゑ（
柳
田
）

◆
岩
谷
キ
ヨ（
岩
坂
）

◆
藤
田
れ
い
子（
岩
坂
）

◆
岩
谷
ユ
キ
ヱ（
岩
坂
）

◆
岩
谷
敬
一
郎（
岩
坂
）

◆
黄
金
崎
ま
つ
の（
沢
辺
）

◆
神
馬
カ
ホ（
沢
辺
）

◆
佐
藤
啓
一
郎（
岩
崎
下
）

◆
佐
藤
み
ゑ（
岩
崎
下
）

◆
七
戸
て
い（
岩
崎
下
）

◆
塩
谷
正
義（
岩
崎
中
）

◆
佐
藤
文
子（
岩
崎
上
）

◆
熊
谷
ハ
ナ（
岩
崎
上
）

◆
小
山
な
つ
ゑ（
岩
崎
上
）

◆
亀
川
榮
子（
正
久
）

◆
川
内
栄
子（
正
久
）

◆
伊
勢
ま
つ
ゑ（
正
久
）

◆
加
藤
清
四
郎（
正
久
）

◆
平
沢
テ
ル（
森
山
）

◆
柴
田
り
つ（
森
山
）

◆
柴
田
満（
森
山
）

◆
川
内
ノ
キ（
松
神
）

◆
工
藤
ち
よ（
黒
崎
）

◆
七
戸
み
ゑ（
黒
崎
）

◆
岩
本
榮
子（
黒
崎
）

◆
菊
池
照
子（
大
間
越
）

◆
菊
池
勝
男（
大
間
越
）

◆
齋
藤
裕（
大
間
越
）

◆
平
澤
光
子（
大
間
越
）

◆
柴
田
嘉
明（
大
間
越
）

◆
阿
保
せ
ち（
大
間
越
）

◆
泉
ス
ヱ（
大
間
越
）

表
彰

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
結
婚
60
年
）

米
寿（
88
歳
）

金
婚（
結
婚
50
年
）
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一般会計　　　特別会計財政調整基金　　減債基金
合併振興基金　　その他基金

繰入金
77,053
0.9％

※残高のピーク

141

20

162

40

159

43

153

47

98

45

93

44

92

49

87

48

83

47

84

44

81

43

※5年後 ※10年後

1,351

496
299

577
277
300

820

382
3,715

391

2,122

3,867
467

747

391

2,262

3,830

643

633

391

2,163

3,414

99

730

561

2,024

3,120

688

520
1

1,911

3,334

784

477
161

1,912

3,393

821

447
161

1,964

351100
45

※6年後

※9年後

1,043

248 60

地方税
685,966
8.3％

地方交付税
3,906,581
47.3％

国庫支出金
1,606,637
19.5％

県支出金
547,672
6.6％

その他
501,583
6.1％ 総務費

1,592,946
19.6％

民生費
2,095,502
25.8％

衛生費
817,156
10.0％

公債費
942,185
11.6％

 土木費
653,575
8.0％

農林水
産業費
624,550
7.7％

教育費
512,782  6.3％

消防費
474,467  5.8％

 商工費
330,523
4.1％

令和２年度
　令和２年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　各会計の実質収支は、一般会計が8,878万９千円の黒字決算となり、特別会計を含んだ実質収支についても、１億
5,092万円の黒字となりました。また、健全化判断比率は、全ての指標が早期健全化基準を下回っています。
　一般会計決算規模は、新型コロナウイルス感染症への対応経費が増加し、過去10年間で最大となりました。　
　町としては、依然として終息が見通せない新型コロナウイルス感染症への対応を継続しつつ、住民の安全・安心
に資する施策や、子育て支援、産業振興のための財源を確保する一方で、将来の財政負担を抑制する措置を講じて
いきます。
　今後も限られた財源を有効活用しながら行財政改革を推進してまいりますのでご理解とご協力をお願いします。

１　令和２年度  深浦町決算総括表

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
⑴　健全化判断比率

３　地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費について
　　令和２年度における社会保障施策経費1,469,285千円に充当した地方消費税交付金は95,677千円で全体の6.5％となっています。

  8,257,392 8,133,816 123,576 34,787 88,789
 国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,204,228 1,179,862 24,366 0 24,366
 国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 233,116 227,803 5,313 0 5,313
 後期高齢者医療特別会計 138,103 136,048 2,055 0 2,055 
 介護保険特別会計 1,550,900 1,529,042 21,858 0 21,858
 訪問看護ステーション特別会計 19,057 17,304 1,753 0 1,753
 下水道事業特別会計 186,093 180,379 5,714 0 5,714
 財産区特別会計 4,572 3,500 1,072 0 1,072
 　 3,336,069 3,273,938 62,131 0 62,131
  11,593,461 11,407,754 185,707 34,787 150,920

普通会計（一般会計）

合計

会　　　計　　　名 歳入
Ａ

歳出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

令和２年度
決算額 国県支出金 その他 その他

特定財源 一般財源
地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

特
　別
　会
　計

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計　合計

決算報告決算報告

指　　標　　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率  

算　出　方　法 早期健全化基準R２決算 R１決算
深浦町の比率 

黒字のため
該当なし 15.00%

20.00%

25.0%

350.0%

黒字のため
該当なし

10.8％

46.4％

黒字のため
該当なし
黒字のため
該当なし

11.9％

53.2％

　普通会計赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。
　財産区を除く連結実質収支赤字額を標
準財政規模で割って求めます。
　年間の借金返済額等を標準財政規模等
で割って算出した率の３カ年平均値。 
　普通会計の起債残高、公営企業会計や
一部事務組合の起債残高等、将来普通会
計が負担すべきと見込まれる額の合計を
標準財政規模等で割って求めます。 

⑵　資金不足比率
　資金不足比率は、公営企業会計の資金不足額を事業の規模（主に料金収入）で割って求めますが、対象会計である「水道事
業会計」、「下水道事業特別会計」ともに資金不足はありませんでした。

事　　　業　　　名

 社会福祉（児童福祉、障害者福祉など） 718,415 504,296 8,478 24,087 181,554
 社会保険（国民健康保険、介護保険） 437,783 72,542 0 42,781 322,460
 保健衛生（高齢者医療、健康増進など） 313,087 45,884 21,246 28,809 217,148
 　　　　　　合　　　計 1,469,285 622,722 29,724 95,677 721,162

 給水収益 158,415 資産の部 4,825,617
 経常損益 7,328 負債の部 3,766,376
 当期純損益 7,319 資本の部 1,059,241

損益計算書 貸借対照表公
営
企
業
会
計

水道事業会計

４　財政指標の推移

５　普通会計決算の状況

６　一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の推移

⑴　実質公債費比率及び将来負担比率 ⑵　経常収支比率 

　実質公債費比率については、平成19年度決算まで早期健全化基準
（25%）を上回っており、危機的な状況にありましたが、その後公債
費負担の軽減対策の実施などにより改善しています。将来負担比率に
ついても改善傾向にあり、早期健全化基準を大きく下回っています。
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　経常収支比率は、財政構造における弾力性を示す指標であり、数値
が低ければ低いほど財政に余裕があると評価されます。当町はこの比
率が高く、余裕のない財政構造であることがわかります。健全な財政
運営を行っていくためにも、引き続き行財政改革を推進していく必要
があります。
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　地方税や使用料、繰入金等の自主財源は、12％程度となってい
ます。地方交付税が全体の約５割を占めています。新型コロナウ
イルス対応（ひとり10万円給付など）に要する経費に充てるため
の国庫支出金が大幅に増加（R１決算の約2.9倍）しました。

　公債費（借金返済額）が全体の約12%を占めています。
　また、新たな借金（歳入の地方債）が約9.3億円に対し、返済金
（歳出の公債費元金）が約9.1億円ですので、一年間で借金残高が
約0.2億円増加しました。

歳　　　入 目的別歳出

地方債
931,900
11.3％

地方税
685,966
8.3％

地方交付税
3,906,581
47.3％

国庫支出金
1,606,637
19.5％

県支出金
547,672
6.6％

その他
501,583
6.1％

歳入総額
8,257,392千円

歳出総額
8,133,816千円

総務費
1,592,946
19.6％

民生費
2,095,502
25.8％

衛生費
817,156
10.0％

公債費
942,185
11.6％

 土木費
653,575
8.0％

農林水
産業費
624,550
7.7％

教育費
512,782  6.3％

消防費
474,467  5.8％

 商工費
330,523
4.1％

その他
90,130  1.1％

基金（一般会計）の推移（令和３年度見込みまで）
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　一般会計の基金はR２末で約33億３千万円となり、前年度末
から約２億１千万円増加しました。財源不足に対応するため、
基金の活用を続けていますが、R３末残高見込みは約33億９千
万円と増加傾向です。限られた財源ですので、行財政改革を推
進しながら有効活用していく必要があります。

　一般会計については、公債費負担の軽減を目的とした繰上償
還や地方債発行の抑制効果によりH15末をピークに残高は減少
していますが、ここ数年の大規模事業の実施などにより、現在
は下げ止まりの状況です。特別会計については、45億円前後で
推移しています。

町債残高の推移（令和３年度見込みまで）

将来負担比率（％）実質公債費比率（％）
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一般会計　　　特別会計財政調整基金　　減債基金
合併振興基金　　その他基金
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0.9％
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地方税
685,966
8.3％

地方交付税
3,906,581
47.3％

国庫支出金
1,606,637
19.5％

県支出金
547,672
6.6％

その他
501,583
6.1％ 総務費

1,592,946
19.6％

民生費
2,095,502
25.8％

衛生費
817,156
10.0％

公債費
942,185
11.6％

 土木費
653,575
8.0％

農林水
産業費
624,550
7.7％

教育費
512,782  6.3％

消防費
474,467  5.8％

 商工費
330,523
4.1％

令和２年度
　令和２年度の決算がまとまりましたので、その概要についてご紹介します。
　各会計の実質収支は、一般会計が8,878万９千円の黒字決算となり、特別会計を含んだ実質収支についても、１億
5,092万円の黒字となりました。また、健全化判断比率は、全ての指標が早期健全化基準を下回っています。
　一般会計決算規模は、新型コロナウイルス感染症への対応経費が増加し、過去10年間で最大となりました。　
　町としては、依然として終息が見通せない新型コロナウイルス感染症への対応を継続しつつ、住民の安全・安心
に資する施策や、子育て支援、産業振興のための財源を確保する一方で、将来の財政負担を抑制する措置を講じて
いきます。
　今後も限られた財源を有効活用しながら行財政改革を推進してまいりますのでご理解とご協力をお願いします。

１　令和２年度  深浦町決算総括表

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に規定する指標について
⑴　健全化判断比率

３　地方消費税交付金（社会保障財源化分）が充てられた社会保障施策経費について
　　令和２年度における社会保障施策経費1,469,285千円に充当した地方消費税交付金は95,677千円で全体の6.5％となっています。

  8,257,392 8,133,816 123,576 34,787 88,789
 国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,204,228 1,179,862 24,366 0 24,366
 国民健康保険事業特別会計（直診勘定） 233,116 227,803 5,313 0 5,313
 後期高齢者医療特別会計 138,103 136,048 2,055 0 2,055 
 介護保険特別会計 1,550,900 1,529,042 21,858 0 21,858
 訪問看護ステーション特別会計 19,057 17,304 1,753 0 1,753
 下水道事業特別会計 186,093 180,379 5,714 0 5,714
 財産区特別会計 4,572 3,500 1,072 0 1,072
 　 3,336,069 3,273,938 62,131 0 62,131
  11,593,461 11,407,754 185,707 34,787 150,920

普通会計（一般会計）

合計

会　　　計　　　名 歳入
Ａ

歳出
Ｂ

形式収支
Ｃ（Ａ－Ｂ）

翌年度
繰越財源Ｄ

実質収支
Ｃ－Ｄ

令和２年度
決算額 国県支出金 その他 その他

特定財源 一般財源
地方消費税交付金
（社会保障財源化分）

特
　別
　会
　計

（単位：千円）

（単位：千円）

特別会計　合計

決算報告決算報告

指　　標　　名

①実質赤字比率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将来負担比率  

算　出　方　法 早期健全化基準R２決算 R１決算
深浦町の比率 

黒字のため
該当なし 15.00%

20.00%

25.0%

350.0%

黒字のため
該当なし

10.8％

46.4％

黒字のため
該当なし
黒字のため
該当なし

11.9％

53.2％

　普通会計赤字額を標準財政規模で割っ
て求めます。
　財産区を除く連結実質収支赤字額を標
準財政規模で割って求めます。
　年間の借金返済額等を標準財政規模等
で割って算出した率の３カ年平均値。 
　普通会計の起債残高、公営企業会計や
一部事務組合の起債残高等、将来普通会
計が負担すべきと見込まれる額の合計を
標準財政規模等で割って求めます。 

⑵　資金不足比率
　資金不足比率は、公営企業会計の資金不足額を事業の規模（主に料金収入）で割って求めますが、対象会計である「水道事
業会計」、「下水道事業特別会計」ともに資金不足はありませんでした。

事　　　業　　　名

 社会福祉（児童福祉、障害者福祉など） 718,415 504,296 8,478 24,087 181,554
 社会保険（国民健康保険、介護保険） 437,783 72,542 0 42,781 322,460
 保健衛生（高齢者医療、健康増進など） 313,087 45,884 21,246 28,809 217,148
 　　　　　　合　　　計 1,469,285 622,722 29,724 95,677 721,162

 給水収益 158,415 資産の部 4,825,617
 経常損益 7,328 負債の部 3,766,376
 当期純損益 7,319 資本の部 1,059,241

損益計算書 貸借対照表公
営
企
業
会
計

水道事業会計

４　財政指標の推移

５　普通会計決算の状況

６　一般会計の基金（貯金）と町債（借金）の残高の推移

⑴　実質公債費比率及び将来負担比率 ⑵　経常収支比率 

　実質公債費比率については、平成19年度決算まで早期健全化基準
（25%）を上回っており、危機的な状況にありましたが、その後公債
費負担の軽減対策の実施などにより改善しています。将来負担比率に
ついても改善傾向にあり、早期健全化基準を大きく下回っています。
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　経常収支比率は、財政構造における弾力性を示す指標であり、数値
が低ければ低いほど財政に余裕があると評価されます。当町はこの比
率が高く、余裕のない財政構造であることがわかります。健全な財政
運営を行っていくためにも、引き続き行財政改革を推進していく必要
があります。
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　地方税や使用料、繰入金等の自主財源は、12％程度となってい
ます。地方交付税が全体の約５割を占めています。新型コロナウ
イルス対応（ひとり10万円給付など）に要する経費に充てるため
の国庫支出金が大幅に増加（R１決算の約2.9倍）しました。

　公債費（借金返済額）が全体の約12%を占めています。
　また、新たな借金（歳入の地方債）が約9.3億円に対し、返済金
（歳出の公債費元金）が約9.1億円ですので、一年間で借金残高が
約0.2億円増加しました。

歳　　　入 目的別歳出

地方債
931,900
11.3％

地方税
685,966
8.3％

地方交付税
3,906,581
47.3％

国庫支出金
1,606,637
19.5％

県支出金
547,672
6.6％

その他
501,583
6.1％

歳入総額
8,257,392千円

歳出総額
8,133,816千円

総務費
1,592,946
19.6％

民生費
2,095,502
25.8％

衛生費
817,156
10.0％

公債費
942,185
11.6％

 土木費
653,575
8.0％

農林水
産業費
624,550
7.7％

教育費
512,782  6.3％

消防費
474,467  5.8％

 商工費
330,523
4.1％

その他
90,130  1.1％

基金（一般会計）の推移（令和３年度見込みまで）
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　一般会計の基金はR２末で約33億３千万円となり、前年度末
から約２億１千万円増加しました。財源不足に対応するため、
基金の活用を続けていますが、R３末残高見込みは約33億９千
万円と増加傾向です。限られた財源ですので、行財政改革を推
進しながら有効活用していく必要があります。

　一般会計については、公債費負担の軽減を目的とした繰上償
還や地方債発行の抑制効果によりH15末をピークに残高は減少
していますが、ここ数年の大規模事業の実施などにより、現在
は下げ止まりの状況です。特別会計については、45億円前後で
推移しています。

町債残高の推移（令和３年度見込みまで）

将来負担比率（％）実質公債費比率（％）
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●令和３年度中間実績
　令和３年度ふるさと納税の折り返しとなる９
月末時点の申込件数は507件、金額は9,772,000円
です。昨年に比べると寄附件数が70件増となっ
ています。ふるさと納税は年末に向けて申込件
数が跳ね上がる性質がありますので、今年度は
例年以上の申込件数になると予想されます。
　また、現在、町に登録している返礼品数は70
個弱ありますが、その中でも７月から受付を開
始した大船海産（株）の「醤油いくら」が寄附者
からの申込件数第１位を獲得しました。

●ふるさと納税って何だろう？
　「ふるさと納税」をよく耳にするけど、仕組みが分からない。
　家で生産しているお米や野菜も返礼品の対象となるのかな。

　そのお悩み、解決します！
　町では、既存の返礼品取扱事業者をはじめ、ふるさと納税に興味はあるけどよく分からないと
いう事業者・生産者向けに、下記日程で勉強会・意見交換会を開催しますので、ぜひご参加くだ
さい。

ふるさと納税勉強会・意見交換会
日　時 ： 10月28日(木)17：30～（1時間半程度）
場　所 ： 深浦町役場1階　町民文化ホール
講師　 ： レッドホースコーポレーション株式会社
参加費 ： 無料
注　意 ： 参加をご希望される方は10月22日(金)までに町ふるさと納税担当にご連絡をください。

＜ふるさと納税勉強会・意見交換会に関する問合せ先＞
総合戦略課ふるさと納税担当　TEL　74－2122　メール　furusato_nouzei@town.fukaura.lg.jp

寄附金の推移（９月末時点）
年度 件数 金額

R元年度 　374件　10,160,000円
R２年度　437件　10,145,000円
R３年度　507件　 9,772,000円
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　 8％

返礼品申込件数トップ３（９月末時点） 
醤油いくら150ｇ×2パック

大船海産（株）

ふかうら人参ジュース
JAつがるにしきた　深浦事業所

雪人参スムージー
（一財）深浦町食産業振興公社
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　令和３年度ふるさと納税の折り返しとなる９
月末時点の申込件数は507件、金額は9,772,000円
です。昨年に比べると寄附件数が70件増となっ
ています。ふるさと納税は年末に向けて申込件
数が跳ね上がる性質がありますので、今年度は
例年以上の申込件数になると予想されます。
　また、現在、町に登録している返礼品数は70
個弱ありますが、その中でも７月から受付を開
始した大船海産（株）の「醤油いくら」が寄附者
からの申込件数第１位を獲得しました。

●ふるさと納税って何だろう？
　「ふるさと納税」をよく耳にするけど、仕組みが分からない。
　家で生産しているお米や野菜も返礼品の対象となるのかな。

　そのお悩み、解決します！
　町では、既存の返礼品取扱事業者をはじめ、ふるさと納税に興味はあるけどよく分からないと
いう事業者・生産者向けに、下記日程で勉強会・意見交換会を開催しますので、ぜひご参加くだ
さい。

ふるさと納税勉強会・意見交換会
日　時 ： 10月28日(木)17：30～（1時間半程度）
場　所 ： 深浦町役場1階　町民文化ホール
講師　 ： レッドホースコーポレーション株式会社
参加費 ： 無料
注　意 ： 参加をご希望される方は10月22日(金)までに町ふるさと納税担当にご連絡をください。

＜ふるさと納税勉強会・意見交換会に関する問合せ先＞
総合戦略課ふるさと納税担当　TEL　74－2122　メール　furusato_nouzei@town.fukaura.lg.jp
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

２年ぶりの朝野球！優勝はコンバット！２年ぶりの朝野球！優勝はコンバット！
　第55回青森県朝野球選手権大会の深浦支部予選（ナイターリーグ）は、６月初旬から７月中旬の約
２か月間（毎週月・金曜）にわたり、参加４チームによって熱戦が繰り広げられました。昨年はコロナ
感染症対策の影響で大会自体が中止。今年も開催が危ぶまれましたが、各試合ごとに検温や体調確認な
ど選手相互にコロナ感染症対策ルールを徹底しながら２年ぶりの“八森山劇場”が行われ、対戦６試合
で５勝１敗の成績を収めた古豪「コンバット」チームが優勝、県大会への出場切符を手にしました。
　しかしながら、９月中旬に予定されていた県大会（主会場：五所川原ほか）の開催は他地域の緊急事
態宣言等や、県のコロナ対策独自宣言等によりあいにく中止となりました。

　コンバットの岩谷拳悟主将（岩崎下・27歳）は「県大会の中止は本当に残念でしたが、町内での試
合が開催されたことに感謝。チームとしては13年ぶりに優勝し、古豪復活を果たすことができまし
た。来年も優勝して“古豪から強豪”へ進化したいと思
います。（２年ぶりの野球は）とにかく楽しかったです
ね」と笑顔で話しました。

　チームを優勝へ導いた日沼拓也監督（岩崎上・43歳）
は、「コロナ禍で、正直なところモチベーションも上が
らない状態の中、予選大会（ナイターリーグ）が開催で
きたのは、大会関係者はもちろん、医療従事者の方々や
感染対策を徹底し行ってきた選手、相手チームの皆さん
のおかげ。本当に久しぶりで楽しく野球ができました」
とプレーできた喜びをあらためて噛みしめていました。

　

バケツ稲の稲刈り（9/21）
　深浦小学校において、５年生25人が育てたバケツ稲の収穫作業が行われまし
た。
　町職員から稲の刈り方について注意点を教わったあと、稲刈り用の鎌で丁寧に
刈り取りを行いました。麻ひもで稲を束ねてから柵にかけ、鳥よけの網を張って
から、天日干しにしました。
　児童たちは「鳥に食べられないように工夫するのが大変だった」「稲の花を見
られてラッキーだった」「稲の刈り方が思っていたより難しい」など、貴重な体
験をすることができたようでした。
　このあと稲を10日前後乾燥させ、脱穀、精米の後、家庭科の授業で美味しくい
ただく予定です。

農家さんの田んぼで稲刈り（9/28）
　舮作国道沿いの村上哲也さんの田んぼを借りて、深浦小学校５年生
が２週連続で稲刈りを行い、21日に実施したバケツ稲の稲刈り体験の
成果を発揮していました。児童たちは慣れた手つきで稲を素早く刈っ
ていき、稲穂でいっぱいの稲の束を抱えて満面の笑み。
　また、この日は天候に恵まれ、汗をかきながらの作業。収穫の楽し
さや、農家さんの仕事の大変さを学んだようでした。

まちか
ど

　恒例となっている青森朝日放送の「ふるさと自慢わがまちＣＭ
大賞」への出品作品を、木造高校深浦校舎２年生の有志が企画・制作することとな
り、春から町観光課と打合せを重ねてきました。
　同校は、入学者数の減少で今年度から募集停止となり、現在の２年生が卒業する
令和５年３月をもって閉校となります。このことから、町はＣＭ制作を通して企画
力・実行力を養うとともに、高校時代の良き思い出づくりにしてもらいたいと、こ
の制作を打診したところ、有志６人が名乗りを上げました。
　この日は、生徒自身が設定した「深浦町の豊富な食材」をテーマに、奇想天外なアイデアで撮影が行われました。
　審査発表会は11月下旬、放送は12月下旬に行われる予定です。

高校生の目線でＣＭづくり

　鈴木フクノさんは1921年（大正10）年、秋田県八峰町岩舘生まれ。
夫の友三郎さんと結婚し子ども８人、孫15人、ひ孫20人に恵まれました。
　鈴木さんは、結婚後は農業の傍ら山菜採りをしながら生計を立て、８人の子育てをし
ていました。食べ物の好き嫌いもなく、畑仕事など外に出て体を動かすことが長生きを
する秘訣だそうです。
　今は毎日新聞を読み、月１回の通院の際に一緒になる方々に会えることが楽しみにな
っているそうです。

　この日100歳を迎えた鈴木さんは、子どもたちに囲まれ、とても嬉しそうな顔をしていました。

鈴木さん、100歳を迎える

　深浦町食生活改善推進員会（大髙範子会長、会員数34人）が、多
年にわたり町民の健康づくりに貢献した実績が認められ、青森県健康づくり事業功
労者等表彰を受賞しました。
　同会では、健診時に減塩みそ汁を提供し減塩への意識付けをしたり、乳幼児健診
での離乳食・おやつ提供、地区栄養教室の実施などあらゆる年代に対して、減塩や
野菜摂取の増加等良い食習慣の定着を促進するための活動を展開してきました。
　今回は、新型コロナウイルス感染症予防のため表彰式が中止となり、９月15日
に会長、副会長２人の出席で町長から表彰状が伝達されました。

青森県健康づくり事業功労者等表彰　受賞！

食材を手に北金ケ沢漁港で撮影

深浦小学校５年生、実りの秋の収穫体験！

地区優勝を果たした「コンバット」チーム。
下段左から３人目が岩谷主将、４人目が日沼監督。 電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング
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態宣言等や、県のコロナ対策独自宣言等によりあいにく中止となりました。
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第13回目

知ってる？深浦町資格取得支援制度のこと
◆深浦町資格取得支援事業費補助金
　働いている方やこれから働こうとする求職者の就業環境の改善によ
る地元定着を図るため、仕事や就職に役立つ資格や免許を取得した方
に対し、取得経費の一部を補助します。ＨＰに掲載されている対象資
格のほかにも、国家資格や公的資格で該当になるものもありますので、
総合戦略課までお問合わせください。

あなたの資格・免許教えてください
　「こんな資格持ってるよ！」「趣味で取得した
資格だけどいいのかな？」など、国家資格か
ら面白い検定まで様々な資格や免許をお持ち
の方や、ご意見・ご感想がありましたら、下
記のアドレスまでお寄せください。

kouhou@town.fukaura.lg.jp

◆その資格について教えてください。
　０歳～５歳までのお子さんをお預かりし、子どもたちの生活全般のお世話をしながら心と体の
発達を促し、様々な体験や経験をする中で、社会生活を送る上で必要なルールや約束事を知らせ、
小学校就学へと繋げていきます。食事や睡眠、排泄、衣類の着脱などの生活習慣が身につくよう、
それぞれの年齢に合わせて援助をしています。また、子育て家庭の育児相談等の支援も重要な役
割としています。一昔前までは「保母さん」といった呼び名が一般的でしたが、徐々に男性も資
格を取得される方が増えていき、また児童福祉法が改正されたことにより、「保育士」という名称になりました。
◆その資格を取得しようとした思ったきっかけは何ですか？
　「子どもが好き」という理由で保育士を志望しましたが、学生時代の保育実習を通して保育士の大変さも感じました。しかしそ
れ以上に子どもの成長を近くで感じることが出来ることの喜びも知りました。私も保育士として子どもの成長に寄り添い、一緒に
喜び合える存在になりたいと強く思い、保育士を目指しました。
◆その資格を持っていると、どんな職場で働けますか？
　保育園（企業内保育所、院内保育所を含む）は、もちろんですが乳児院や児童養護施設等の児童福祉施設などがあります。また、
保育士の資格の他に幼稚園教諭の免許を併せて取得されている方が多いので、その場合は幼稚園や認定こども園でも働くことが出
来ます。
◆現在の勤務先、仕事内容を教えてください。
　認定こども園柳田保育園で働いています。現在は、３・４歳児のクラスを担当しており、身の回りのお世話をしています。年齢
によって違いはありますが、子どもには一人でできないことも多くあります。食事、排泄、着替えなど子供が必要としていること
を援助しています。これらを通じて生活習慣を身につけられるよう関わっています。さらに、年齢が大きくなるにつれて集団生活
のルールを覚えたり、仲間との接し方や遊び方などを知ったり、年齢に合わせた成長をサポートしています。
◆その資格を取得するのに、どれぐらいの期間、またはどのような試験がありますか？　
　保育士の資格を取得する方法は２つあって、①厚生労働省が指定する保育士養成校（短大、専門学校、４年生大学）を卒業する。
②保育士の国家試験に合格するという方法です。私は短大を卒業したので２年かかりましたが、指定の科目と単位を修めて卒業す
る事により、試験を受験することなく保育士の資格が取得できました。②の保育士の国家試験は毎年行われています。受験資格が
設けられていて、それを満たした場合だと半年程度で合格できる可能性があります。筆記試験は「保育原理や子どもの保健・食と
栄養、保育実習理論」など９科目から160問、実技試験は「音楽表現に関する技術」「造形表現に関する技術」「言語表現に関す
る技術」のうち２分野選択し実施されます。２つの方法どちらもメリット、デメリットはありますが、自分に合った方法で資格取
得ができるのではないかと思います。
◆他にどのような資格をお持ちですか？
　幼稚園教諭二種を持っています。
◆今後やってみたいことはありますか？
　園では食育の一環として子どもたちと一緒に畑づくりに取り組んでいます。野菜を育てる大変さや収穫の楽しさなど一緒に味わ
っています。収穫した野菜を給食の材料として使ったり、クッキングで子どもたちと一緒に調理したりしていますが、ここ数年決
まった野菜しか育てておらず、マンネリ化してきているので、自分自身で家庭菜園などを通して知識を身につけて園での畑づくり
に生かしていきたいと思っています。
◆やりがいを感じるときや、この資格を持っておいてよかったと思う瞬間、何か想い出のエピソードがあれば教えてください。
　保育士をしていて一番嬉しい瞬間は、子どもの笑顔を見られた時です。泣き顔も怒った顔も全部が大切な姿ですが、やはり笑顔
は特別です。「先生おはよう！」「先生大好き！」と子どもたちの可愛い笑顔で言われるだけで“保育士でよかった”と実感しま
す。また、子どもたちは日々成長していてその成長を近くで感じられるのは、保育士の特権です。「食べられなかった食材を一口
食べられた」「縄跳びが跳べるようになった」など数えきれないほどの成長を見せてくれます。そんな子供たちの成長を近くで見
守り、時には成長を後押しできることは、保育士ならではのやりがいと言えます。
◆今後これから資格を取りたいと考えている方へお願いします。
　昨今では「保育士不足」や都心では「待機児童」の問題も世間的に社会問題として認知され始めており、保育士が保育園で働く
という事は今まで以上に“社会を助ける”という意味合いが強くなってきています。大変な仕事ではありますが、子どもたちの成
長を間近で感じ、日々嬉しい発見も出来る仕事でもあります。「子どもが好きでお世話してみたい！」「やりがいのある仕事がし
てみたい！」という方はぜひ資格取得に挑戦してみてほしいと思います。

保育士（国家資格）
工藤　絵理さん（広戸）

　令和３年度実用英語技能検定（英検）準２級に、岩崎中学校３
年の猿田莉生（さるたりお）さんが合格しました。今回の英検受
検にあたり、猿田さんは「普段、授業以外で英語を話すことはあ
りませんでしたが、面接練習のために、家族にも手伝ってもらい
ながら英語を話す練習をしました。」と、語っていました。猿田
さんは、先日行われた西北英語弁論大会（ビデオ審査）でも上位
入賞を果たしており、英検で鍛えた英語力を学校外の活動でも発
揮しています。
　英検準２級は、高校２年生程度の英語運用力が必要とされてい
ます。岩崎中学校では４年連続で、英検準２級以上の合格者が出
ています。猿田さんも、このような先輩たちの姿から良い刺激を
受けて、今回の快挙を達成することが出来ました。

岩崎中学校、４年連続で英検準２級以上の合格者輩出！！

町政への提言レター
　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより自由
な形で意見・要望などの提言を町政に対して行えるよう、
『町政への提言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込み、
全世帯に配布します。切手の貼付、郵便番号、あて先等の
記載は必要ありません。差出有効期間内は随時受け付けし
ます。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的なも
のとし、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷はご遠
慮ください。差出人に回答する際に必要となるため、住
所・氏名の記入をお願いします。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策に反
映されたご意見ご要望や、広く町民のみなさんにお知らせ
する必要があるものについては、その提言内容等を広報紙
にてお知らせします。

私が
お答えします！

深浦町長　吉田　満
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第13回目

知ってる？深浦町資格取得支援制度のこと
◆深浦町資格取得支援事業費補助金
　働いている方やこれから働こうとする求職者の就業環境の改善によ
る地元定着を図るため、仕事や就職に役立つ資格や免許を取得した方
に対し、取得経費の一部を補助します。ＨＰに掲載されている対象資
格のほかにも、国家資格や公的資格で該当になるものもありますので、
総合戦略課までお問合わせください。

あなたの資格・免許教えてください
　「こんな資格持ってるよ！」「趣味で取得した
資格だけどいいのかな？」など、国家資格か
ら面白い検定まで様々な資格や免許をお持ち
の方や、ご意見・ご感想がありましたら、下
記のアドレスまでお寄せください。

kouhou@town.fukaura.lg.jp

◆その資格について教えてください。
　０歳～５歳までのお子さんをお預かりし、子どもたちの生活全般のお世話をしながら心と体の
発達を促し、様々な体験や経験をする中で、社会生活を送る上で必要なルールや約束事を知らせ、
小学校就学へと繋げていきます。食事や睡眠、排泄、衣類の着脱などの生活習慣が身につくよう、
それぞれの年齢に合わせて援助をしています。また、子育て家庭の育児相談等の支援も重要な役
割としています。一昔前までは「保母さん」といった呼び名が一般的でしたが、徐々に男性も資
格を取得される方が増えていき、また児童福祉法が改正されたことにより、「保育士」という名称になりました。
◆その資格を取得しようとした思ったきっかけは何ですか？
　「子どもが好き」という理由で保育士を志望しましたが、学生時代の保育実習を通して保育士の大変さも感じました。しかしそ
れ以上に子どもの成長を近くで感じることが出来ることの喜びも知りました。私も保育士として子どもの成長に寄り添い、一緒に
喜び合える存在になりたいと強く思い、保育士を目指しました。
◆その資格を持っていると、どんな職場で働けますか？
　保育園（企業内保育所、院内保育所を含む）は、もちろんですが乳児院や児童養護施設等の児童福祉施設などがあります。また、
保育士の資格の他に幼稚園教諭の免許を併せて取得されている方が多いので、その場合は幼稚園や認定こども園でも働くことが出
来ます。
◆現在の勤務先、仕事内容を教えてください。
　認定こども園柳田保育園で働いています。現在は、３・４歳児のクラスを担当しており、身の回りのお世話をしています。年齢
によって違いはありますが、子どもには一人でできないことも多くあります。食事、排泄、着替えなど子供が必要としていること
を援助しています。これらを通じて生活習慣を身につけられるよう関わっています。さらに、年齢が大きくなるにつれて集団生活
のルールを覚えたり、仲間との接し方や遊び方などを知ったり、年齢に合わせた成長をサポートしています。
◆その資格を取得するのに、どれぐらいの期間、またはどのような試験がありますか？　
　保育士の資格を取得する方法は２つあって、①厚生労働省が指定する保育士養成校（短大、専門学校、４年生大学）を卒業する。
②保育士の国家試験に合格するという方法です。私は短大を卒業したので２年かかりましたが、指定の科目と単位を修めて卒業す
る事により、試験を受験することなく保育士の資格が取得できました。②の保育士の国家試験は毎年行われています。受験資格が
設けられていて、それを満たした場合だと半年程度で合格できる可能性があります。筆記試験は「保育原理や子どもの保健・食と
栄養、保育実習理論」など９科目から160問、実技試験は「音楽表現に関する技術」「造形表現に関する技術」「言語表現に関す
る技術」のうち２分野選択し実施されます。２つの方法どちらもメリット、デメリットはありますが、自分に合った方法で資格取
得ができるのではないかと思います。
◆他にどのような資格をお持ちですか？
　幼稚園教諭二種を持っています。
◆今後やってみたいことはありますか？
　園では食育の一環として子どもたちと一緒に畑づくりに取り組んでいます。野菜を育てる大変さや収穫の楽しさなど一緒に味わ
っています。収穫した野菜を給食の材料として使ったり、クッキングで子どもたちと一緒に調理したりしていますが、ここ数年決
まった野菜しか育てておらず、マンネリ化してきているので、自分自身で家庭菜園などを通して知識を身につけて園での畑づくり
に生かしていきたいと思っています。
◆やりがいを感じるときや、この資格を持っておいてよかったと思う瞬間、何か想い出のエピソードがあれば教えてください。
　保育士をしていて一番嬉しい瞬間は、子どもの笑顔を見られた時です。泣き顔も怒った顔も全部が大切な姿ですが、やはり笑顔
は特別です。「先生おはよう！」「先生大好き！」と子どもたちの可愛い笑顔で言われるだけで“保育士でよかった”と実感しま
す。また、子どもたちは日々成長していてその成長を近くで感じられるのは、保育士の特権です。「食べられなかった食材を一口
食べられた」「縄跳びが跳べるようになった」など数えきれないほどの成長を見せてくれます。そんな子供たちの成長を近くで見
守り、時には成長を後押しできることは、保育士ならではのやりがいと言えます。
◆今後これから資格を取りたいと考えている方へお願いします。
　昨今では「保育士不足」や都心では「待機児童」の問題も世間的に社会問題として認知され始めており、保育士が保育園で働く
という事は今まで以上に“社会を助ける”という意味合いが強くなってきています。大変な仕事ではありますが、子どもたちの成
長を間近で感じ、日々嬉しい発見も出来る仕事でもあります。「子どもが好きでお世話してみたい！」「やりがいのある仕事がし
てみたい！」という方はぜひ資格取得に挑戦してみてほしいと思います。

保育士（国家資格）
工藤　絵理さん（広戸）

　令和３年度実用英語技能検定（英検）準２級に、岩崎中学校３
年の猿田莉生（さるたりお）さんが合格しました。今回の英検受
検にあたり、猿田さんは「普段、授業以外で英語を話すことはあ
りませんでしたが、面接練習のために、家族にも手伝ってもらい
ながら英語を話す練習をしました。」と、語っていました。猿田
さんは、先日行われた西北英語弁論大会（ビデオ審査）でも上位
入賞を果たしており、英検で鍛えた英語力を学校外の活動でも発
揮しています。
　英検準２級は、高校２年生程度の英語運用力が必要とされてい
ます。岩崎中学校では４年連続で、英検準２級以上の合格者が出
ています。猿田さんも、このような先輩たちの姿から良い刺激を
受けて、今回の快挙を達成することが出来ました。

岩崎中学校、４年連続で英検準２級以上の合格者輩出！！

町政への提言レター
　町では地域住民の声を反映させるため、町民がより自由
な形で意見・要望などの提言を町政に対して行えるよう、
『町政への提言レター事業』を実施します。

◆町政への提言レターは、次の方法で行います。
　町政への提言レター募集用紙を年２回広報紙に折り込み、
全世帯に配布します。切手の貼付、郵便番号、あて先等の
記載は必要ありません。差出有効期間内は随時受け付けし
ます。
　町政に対する意見・要望は町の振興に関する建設的なも
のとし、個人あるいは特定の団体に対する誹謗中傷はご遠
慮ください。差出人に回答する際に必要となるため、住
所・氏名の記入をお願いします。
　提言レターが契機となり、町勢振興のための諸施策に反
映されたご意見ご要望や、広く町民のみなさんにお知らせ
する必要があるものについては、その提言内容等を広報紙
にてお知らせします。

私が
お答えします！

深浦町長　吉田　満
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深浦診療所つうしん　No.20

ちりも積もれば病気になる　
　今ではすっかり市民権を得た「生活習慣病」という言葉。3年ほど前に鬼籍に入られた日野原重明先生が提
唱した呼称と記憶しています。それまで「成人病」と言われていた高血圧症、高脂血症、糖尿病などを「生活
習慣病」と呼びましょうと、厚生労働省が後追いして日本人に定着しました。
　元々は、高血圧症や糖尿病などが食生活やライフスタイルの変化によって、成人だけではなく小児にも増え
てきたのがきっかけだったのですが、現在では癌や脳卒中や心筋梗塞などまで、「生活習慣病」の対象疾患が
広くなっています。
　生活習慣の話になると、タバコ・アルコール・運動不足・偏った食生活・肥満といったことが指摘されやす
く、耳が痛い人が多いでしょう。例えば、タバコを習慣的に吸う方は、肺がんや肺気腫だけではなく、さまざ
まな癌になりやすくなりますし、動脈硬化が進行して脳卒中や心筋梗塞にもなりやすくなります。「口」から
入る嗜好・習慣を変えることはかなり難しく、ほとんどの人が自信を持って大丈夫だとは思っていないはずで
す。（私自身もです）
　「喫煙者や肥満者では新型コロナウイルス感染症が重症化しやすい」という研究結果が報告されています。
しかし、節制した生活だけでは人生面白くないし、たまには脂っこいものや甘いものを食べたいものです。食
欲、性欲は、人間である以上避けられないものです。
　そこで人間は、ワクチンという便利なものを発明しました。
　ヒトパピローマウイルスワクチン、B型肝炎ウイルスワクチンのおかげで、性生活が原因で起きる子宮頸が
んや咽頭癌、肝臓癌などの発症を減らせるようになりました。
　新型コロナウイルスワクチン、インフルエンザワクチンのおかげで、喫煙者や肥満者や病気を持った人でも
重症化する率を下げることができました。
　ワクチンは、元々は生命に関わる感染症予防のために発明されたものですが、欲に溺れやすい人間の病気予
防としての役割も担うようになっています。
　しかしながら、動脈硬化を防いだり治してしまうクスリは開発されていません。残念ながら、タバコ・アル
コールといった嗜好品、食事内容に気をつけることは今後も必要となります。

インフルエンザ予防接種について　
　「早く受けると冬に効かなくなるんじゃないか」と接種時期を見計らっている方もいますが、医
学的には「可能な限り早めに接種をするべきである」というのが常識です。接種してから効果が出
るまで２週間はかかりますので、都心で流行が聞こえ始めてから接種するのでは間に合いませ
ん。効果は５、６ヶ月持続しますので、10月になったら出来るだけ早めに接種を受けること
で、流行時期を乗り切ることができます。
　今年はワクチンの製造流通量が例年の２割減となっており、注文数が入荷されない状況に
なっています。基礎疾患のある方はできるだけ早めに接種を受けるようにお願いいたしま
す。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹
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）

アプリで簡単！
防災放送の内容が確認できます！

下記QRからインストールしてください。詳しい設定方法は４月16日発行の
「深浦町防災行政情報伝達システム」紹介パンフレットをご確認ください。

アンドロイド用 iPhone用

12区検討会の様子

「農地の所有権移転・地目変更・転用許可申請」・「遺産分割協議」 等々

住所　038-2501　青森県西津軽郡深浦町大字柳田字築棒沢133番地11
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深浦診療所つうしん　No.20

ちりも積もれば病気になる　
　今ではすっかり市民権を得た「生活習慣病」という言葉。3年ほど前に鬼籍に入られた日野原重明先生が提
唱した呼称と記憶しています。それまで「成人病」と言われていた高血圧症、高脂血症、糖尿病などを「生活
習慣病」と呼びましょうと、厚生労働省が後追いして日本人に定着しました。
　元々は、高血圧症や糖尿病などが食生活やライフスタイルの変化によって、成人だけではなく小児にも増え
てきたのがきっかけだったのですが、現在では癌や脳卒中や心筋梗塞などまで、「生活習慣病」の対象疾患が
広くなっています。
　生活習慣の話になると、タバコ・アルコール・運動不足・偏った食生活・肥満といったことが指摘されやす
く、耳が痛い人が多いでしょう。例えば、タバコを習慣的に吸う方は、肺がんや肺気腫だけではなく、さまざ
まな癌になりやすくなりますし、動脈硬化が進行して脳卒中や心筋梗塞にもなりやすくなります。「口」から
入る嗜好・習慣を変えることはかなり難しく、ほとんどの人が自信を持って大丈夫だとは思っていないはずで
す。（私自身もです）
　「喫煙者や肥満者では新型コロナウイルス感染症が重症化しやすい」という研究結果が報告されています。
しかし、節制した生活だけでは人生面白くないし、たまには脂っこいものや甘いものを食べたいものです。食
欲、性欲は、人間である以上避けられないものです。
　そこで人間は、ワクチンという便利なものを発明しました。
　ヒトパピローマウイルスワクチン、B型肝炎ウイルスワクチンのおかげで、性生活が原因で起きる子宮頸が
んや咽頭癌、肝臓癌などの発症を減らせるようになりました。
　新型コロナウイルスワクチン、インフルエンザワクチンのおかげで、喫煙者や肥満者や病気を持った人でも
重症化する率を下げることができました。
　ワクチンは、元々は生命に関わる感染症予防のために発明されたものですが、欲に溺れやすい人間の病気予
防としての役割も担うようになっています。
　しかしながら、動脈硬化を防いだり治してしまうクスリは開発されていません。残念ながら、タバコ・アル
コールといった嗜好品、食事内容に気をつけることは今後も必要となります。

インフルエンザ予防接種について　
　「早く受けると冬に効かなくなるんじゃないか」と接種時期を見計らっている方もいますが、医
学的には「可能な限り早めに接種をするべきである」というのが常識です。接種してから効果が出
るまで２週間はかかりますので、都心で流行が聞こえ始めてから接種するのでは間に合いませ
ん。効果は５、６ヶ月持続しますので、10月になったら出来るだけ早めに接種を受けること
で、流行時期を乗り切ることができます。
　今年はワクチンの製造流通量が例年の２割減となっており、注文数が入荷されない状況に
なっています。基礎疾患のある方はできるだけ早めに接種を受けるようにお願いいたしま
す。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹
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アプリで簡単！
防災放送の内容が確認できます！

下記QRからインストールしてください。詳しい設定方法は４月16日発行の
「深浦町防災行政情報伝達システム」紹介パンフレットをご確認ください。
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　コロナ禍の中、GIGAスクール構想が前倒しで
進み、各学校でタブレット端末の配布が進んでい
ます。また、ステイホームを余儀なくされている
現在、御家庭で子供達がスマートフォン、タブレ
ット端末、ゲーム機器の画面をみる時間が増えて
いませんか？今回はブルーライトの問題と、タブ
レットを使う際の注意点について紹介いたしま
す。
　まずはブルーライトについて。最近はブルーラ
イトが眼精疲労の原因になるとの宣伝が多く、小
児にブルーライトカット眼鏡を装用させることを
推奨する眼鏡店もあります。ブルーライトは体内
時計と関連しており、夜遅くまでタブレットなど
を使うと睡眠障害を生じる可能性が指摘されてい
ます。夕方以降にブルーライトが目に入らないよ
うにすることは一定の効果があると見込まれま
す。しかし、小児に対してブルーライトカット眼
鏡を装用することには問題もあります。まず、液
晶画面からのブルーライトは、曇天や窓越しの自
然光より少なく、網膜に傷害を生じることはない
と考えられています。次に、小児にとって太陽光
は心身の発達に重要であり、中でも、十分な太陽
光を浴びない場合、小児の近視の進行のリスクが
高まります*1。ブルーライトをカットすること
は、ブルーライトに曝露されることよりも有害で
ある可能性があります*2。以上より、小児にブル
ーライトカット眼鏡の装用を推奨する根拠はな
く、むしろ発育に悪影響を及ぼす可能性もありま
す。偏った情報に注意し、科学的な根拠に基づい
て子供達の眼を守っていただきたいと思います。
　次にタブレット端末を使用するときの注意点に
ついて。タブレット端末を使用するときにはいく

つかの注意点があります。タブレット端末との距
離（30㎝以上離す）、目線は画面と垂直にする
ことが重要です。使用する時間については、30
分以上見続けることは避けて、30分に1回は20秒
以上遠くを見て目を休めることが大切です。ま
た、ブルーライトの影響を避けるために、寝る1
時間前からは画面を見ないようにしましょう。米
国では、20-20-20ルール＜「20分ごと」に「20
秒以上」、「20フィート（約６m）」離れた場所
を見る＞が推奨されています。注意点について
は、日本眼科医会のホームページに、分かりやす
く漫画で紹介されています。是非「ギガっこデジ
たん！」で検索して、お子さんと一緒にご覧下さ
い。
　文部科学省が行っている、「青少年のインター
ネット利用環境実態調査」令和２年度の報告で
は、小学生において、２時間以上３時間未満
21.6%、３時間以上４時間未満15.6%、４時間
以上５時間未満8.4%、５時間以上9.5%と実に半
数以上の子供達が毎日３時間以上インターネット
を利用しています。子供達の眼を守るため、ルー
ルをしっかり決めて、見守ってあげることが大切
です。

*1　Eppenberger LS, et al. The role of time exposed to outdoor
light for myopia prevalence and progression: A literature 
review. Clin Ophthalmol 2020;14:1875-1890
*2　American Academy of Ophthalmology. Should You Be 
Worried About Blue Light?　
https://www.aao.org/eye-health/tips-prevention/should-you-
be-worried-about-blue-light
 (参照2021-04-12).

公益社団法人日本眼科医会ホー
ムページ【目の健康啓発マンガ
ギガっこデジたん！】

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

守ろう子供達の眼

健康
万歩計
健康
万歩計

『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

　近年、急増している女性のがんが「子宮がん」と「乳がん」。若い世代でも発症することがあ

り、妊娠や出産に影響が及ぶことも。「まだ若いから大丈夫！」と思っている方も油断は禁物なの

です。

「乳がん」は女性がかかる最も多いがん

　乳がんは、30歳代から増え始め、40歳代から60歳代がピー

クとなっています。おもな症状は皆さんもご存知のとおり乳房

のしこりです。他には、乳房に「えくぼ」や「ただれ」ができ

たり、乳頭から分泌物が出るなどがあります。

低年齢化が進む「子宮頸がん」

　子宮がんには、子宮の奥にある体部にできる「子宮体がん」と、子宮の入口にある頸部にできる

「子宮頸がん」があります。子宮体がんは、出産経験がない女性がかかりやすく、40歳代以上に

多いがんです。子宮頸がんは30歳代以上に見られることが多かったのですが、最近は20歳代での

発症も増えています。

乳がんのセルフチェックをしてみましょう！

　乳がんは自分で見つけることのできるがんの１つです。

日頃から入浴や着替えの時などに、自分の乳房を見たり触った

りして、セルフチェックを心がけましょう。

　ただし、セルフチェックだけではがんを見つけられないこと

もありますので、定期的に検診を受けることも大事です。

町の子宮がん検診・乳がん検診は11月です！

　町では、11月に子宮がんと乳がんの集団検診を行います。どちらも受診間隔は2年に1度と国の

指針で定められているため、子宮がん検診は20歳以上の偶数年齢、乳がん検診は40歳以上の偶数

年齢の方が対象となっています。ただし、偶数年齢の年に受診できなかった方は、次の年に奇数年

齢でも受診することができます。

　対象になる方には、すでに受診票が届いていると思いますので、できるだけ受診するようにお願

いします。特に、20歳代・30歳代の若い方は、あとで後悔しないためにもぜひ子宮がん検診を受

けてください。なお、医療機関で受けられる子宮頸がん・乳がんの個別検診も3月末まで受け付け

ていますので、ご希望の方は下記までお申し込みください。

【問合せ先】　　 健康推進課　 　TEL ８２－０２８８

女性が気になるがん

原　　　信哉　先生
はら眼科　院長

今月のドクター

検索

月 火 水

休診

休診 休診

木 金 土 祝日日

9:00～11:30

3:00～5:30

午
前

午
後

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10:00
12:00

1:00
3:00
〜

〜

○ ○ ○ ○
3:00
5:00
〜
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光を浴びない場合、小児の近視の進行のリスクが
高まります*1。ブルーライトをカットすること
は、ブルーライトに曝露されることよりも有害で
ある可能性があります*2。以上より、小児にブル
ーライトカット眼鏡の装用を推奨する根拠はな
く、むしろ発育に悪影響を及ぼす可能性もありま
す。偏った情報に注意し、科学的な根拠に基づい
て子供達の眼を守っていただきたいと思います。
　次にタブレット端末を使用するときの注意点に
ついて。タブレット端末を使用するときにはいく

つかの注意点があります。タブレット端末との距
離（30㎝以上離す）、目線は画面と垂直にする
ことが重要です。使用する時間については、30
分以上見続けることは避けて、30分に1回は20秒
以上遠くを見て目を休めることが大切です。ま
た、ブルーライトの影響を避けるために、寝る1
時間前からは画面を見ないようにしましょう。米
国では、20-20-20ルール＜「20分ごと」に「20
秒以上」、「20フィート（約６m）」離れた場所
を見る＞が推奨されています。注意点について
は、日本眼科医会のホームページに、分かりやす
く漫画で紹介されています。是非「ギガっこデジ
たん！」で検索して、お子さんと一緒にご覧下さ
い。
　文部科学省が行っている、「青少年のインター
ネット利用環境実態調査」令和２年度の報告で
は、小学生において、２時間以上３時間未満
21.6%、３時間以上４時間未満15.6%、４時間
以上５時間未満8.4%、５時間以上9.5%と実に半
数以上の子供達が毎日３時間以上インターネット
を利用しています。子供達の眼を守るため、ルー
ルをしっかり決めて、見守ってあげることが大切
です。

*1　Eppenberger LS, et al. The role of time exposed to outdoor
light for myopia prevalence and progression: A literature 
review. Clin Ophthalmol 2020;14:1875-1890
*2　American Academy of Ophthalmology. Should You Be 
Worried About Blue Light?　
https://www.aao.org/eye-health/tips-prevention/should-you-
be-worried-about-blue-light
 (参照2021-04-12).

公益社団法人日本眼科医会ホー
ムページ【目の健康啓発マンガ
ギガっこデジたん！】

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

守ろう子供達の眼

健康
万歩計
健康
万歩計

『健康こそ宝』深浦町保健センターだより『健康こそ宝』深浦町保健センターだより

　近年、急増している女性のがんが「子宮がん」と「乳がん」。若い世代でも発症することがあ

り、妊娠や出産に影響が及ぶことも。「まだ若いから大丈夫！」と思っている方も油断は禁物なの

です。

「乳がん」は女性がかかる最も多いがん

　乳がんは、30歳代から増え始め、40歳代から60歳代がピー

クとなっています。おもな症状は皆さんもご存知のとおり乳房

のしこりです。他には、乳房に「えくぼ」や「ただれ」ができ

たり、乳頭から分泌物が出るなどがあります。

低年齢化が進む「子宮頸がん」

　子宮がんには、子宮の奥にある体部にできる「子宮体がん」と、子宮の入口にある頸部にできる

「子宮頸がん」があります。子宮体がんは、出産経験がない女性がかかりやすく、40歳代以上に

多いがんです。子宮頸がんは30歳代以上に見られることが多かったのですが、最近は20歳代での

発症も増えています。

乳がんのセルフチェックをしてみましょう！

　乳がんは自分で見つけることのできるがんの１つです。

日頃から入浴や着替えの時などに、自分の乳房を見たり触った

りして、セルフチェックを心がけましょう。

　ただし、セルフチェックだけではがんを見つけられないこと

もありますので、定期的に検診を受けることも大事です。

町の子宮がん検診・乳がん検診は11月です！

　町では、11月に子宮がんと乳がんの集団検診を行います。どちらも受診間隔は2年に1度と国の

指針で定められているため、子宮がん検診は20歳以上の偶数年齢、乳がん検診は40歳以上の偶数

年齢の方が対象となっています。ただし、偶数年齢の年に受診できなかった方は、次の年に奇数年

齢でも受診することができます。

　対象になる方には、すでに受診票が届いていると思いますので、できるだけ受診するようにお願

いします。特に、20歳代・30歳代の若い方は、あとで後悔しないためにもぜひ子宮がん検診を受

けてください。なお、医療機関で受けられる子宮頸がん・乳がんの個別検診も3月末まで受け付け

ていますので、ご希望の方は下記までお申し込みください。

【問合せ先】　　 健康推進課　 　TEL ８２－０２８８

女性が気になるがん

原　　　信哉　先生
はら眼科　院長

今月のドクター

検索

月 火 水

休診

休診 休診

木 金 土 祝日日

9:00～11:30

3:00～5:30

午
前

午
後

○ ○ ○ ○ ○ ○ 10:00
12:00

1:00
3:00
〜

〜

○ ○ ○ ○
3:00
5:00
〜
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11月生まれのお子さんの写真を
募集します！

こんなに

元気です！

◆対　　象　令和３年11月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ
◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に、①子供の氏名（ふりがな）、②生年月日、
　　　　　　③性別、④住所、⑤保護者名（広報には掲載しません）、⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージ
　　　　　　を記入したものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に
　　　　　　上記①～⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は今月の末日です。

問合せ先　総合戦略課　TEL 74－2122　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

編・集・後・記

深
校
だ
よ
り

《９月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 3,603人
　4,000人
　7,603人
　3,626世帯

（－12）
（－ 8）
（－20）
（－ 8）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.91㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
長
谷
川
　
恵
　
汰
（
北
金
３
区
）

笹
　
野
　
麗
　
羅
（
北
金
３
区
）

第
２
回
防
災
教
室

　
９
月
１
日
、
火
災
を
想
定

し
た
第
２
回
防
災
教
室
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
非

常
階
段
を
使
っ
た
避
難
と
な

り
、
普
段
の
学
校
生
活
で
は

使
用
し
な
い
避
難
経
路
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
村
上
　
歩
輝
】

　
災
害
発
生
時
の
心
構
え
を
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
だ
と
改
め
て
知
り
ま
し
た
。
今
回
の
避
難

訓
練
は
火
災
で
し
た
が
、
い
つ
ど
こ
で
何
が
お

き
る
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
素
早
く
避
難
で
き

る
よ
う
に
前
も
っ
て
避
難
経
路
を
確
認
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

 

第
２
回
行
合
崎
清
掃

　
９
月
８
日
、
今
年
度
２
回

目
と
な
る
行
合
崎
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。
今
回
は
キ
ャ
ン

プ
場
利
用
者
の
ゴ
ミ
に
よ
っ

て
前
回
よ
り
も
ゴ
ミ
の
総
量

が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
協
力
し
て
一
生
懸

命
に
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
斉
藤
　
紫
菜
】

　
ロ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
煙
草
の
吸
い
殻
、

キ
ャ
ン
プ
で
使
っ
た
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ゴ

ミ
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
持
っ
て
き

た
物
は
ポ
イ
捨
て
せ
ず
に
家
に
持
ち
帰
り
、
自

然
を
き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
き

た
い
で
す
。

命
を
考
え
る
教
室

　
９
月
15
日
、
八
戸
学
院
大
学
健
康
医
療
学
部

看
護
学
科
の
市
川
裕
美
子
准
教
授
に
よ
る
健
康

教
育
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
癌
の
原
因
や

対
策
、
癌
患
者
や
家
族
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
身
や
他
者
の
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
熱
心
に
講
義
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
笹
森
　
優
来
】

　
癌
は
早
期
発
見
と
治
療
に
よ
っ
て
完
治
す
る

こ
と
が
多
い
と
知
り
ま
し
た
。
癌
は
日
本
の
国

民
病
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
身
近
な
も
の
な
の

で
、
周
囲
の
人
が
癌
に
な
っ
て
も
慌
て
ず
差
別

の
な
い
よ
う
に
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
永
谷
　
華
奈
】

　
自
分
が
癌
に
な
ら
な
い
た
め
に
す
る
べ
き
対

策
や
患
者
の
方
へ
の
接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

癌
の
発
見
が
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
、
定
期
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
本
当
に
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
10
・
11
月
の
行
事
予
定
】

10
月
４
日
　
芸
術
鑑
賞
教
室

10
月
６
日
　
薬
物
乱
用
防
止
教
室

10
月
９
日
　
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

10
月
22
日
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
23
日
　
深
校
祭

11
月
10
日
　
生
徒
会
役
員
選
挙

11
月
15
・
16
日
　
授
業
公
開
日

11
月
24
日
　
後
期
生
徒
総
会

深
校
祭
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
深
校
祭
は
「
生
徒
の
み
で
の
開

催
」
（
予
定
）
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐
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大
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（
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金
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区
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つ
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（
86
）
北
金
２
区

冨
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　ま
ち
ゑ
（
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）
北
金
３
区

澁

　谷

　キ

　サ
（
89
）

　
関

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

最
近
、
広
報
ふ
か
う
ら
を
後
ろ
の
ペ

ー
ジ
か
ら
読
ん
で
い
る
方
が
増
え
て
い

る
み
た
い
で
す
。
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く

草
創
教
育
長
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
「
今
月

の
一
枚
」
の
影
響
で
し
ょ
う
。
実
は
、

こ
の
編
集
後
記
は
草
創
教
育
長
の
原
稿

を
い
た
だ
い
て
読
ん
で
か
ら
作
成
し
て

い
ま
す
。
そ
う
、
私
も
毎
月
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
読
者
で

す(

笑)
 

教
育
長
の
描
い
た
絵
と
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
関
す
る
想
い
が
込
め
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、
自
分
自

身
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
、
い
つ

も
喝
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
（
勝

手
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
）

こ
の
よ
う
に
編
集
後
記
は
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
集
中
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

 

今
月
の
内
容
は
「
失
敗
」
で
す
か…

お
っ
と
、
こ
れ
で
は
ネ
タ
バ
レ
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
今
月
号
は
後
ろ
の
ペ

ー
ジ
か
ら
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
！

靴
紐
を
締
め
て
ハ
ン
ド
ル
秋
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

露
の
秋
ほ
っ
と
や
す
ら
ぐ
石
地
蔵
　
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

芋
の
露
こ
ぼ
れ
ま
じ
と
て
こ
ぼ
れ
け
り
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
ヱ

鰯
雲
地
球
丸
ご
と
包
み
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
呂
　
み
ち
ゑ

絵
日
傘
を
た
た
み
杖
と
せ
し
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

風
よ
ん
で
怪
鳥
と
な
る
鳥
威
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

ひ
が
さ

つ
え

よ
わ
い

えか
ぜ

か
い
ち
ょ
う

と
り
お
ど
し

い
わ
し
ぐ
も

い
も

つ
ゆ

つ
ゆ

あ
き

い
し
じ
ぞ
う

く
つ
ひ
も

あ
き

し
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募集します！

戸
籍

窓
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11月生まれのお子さんの写真を
募集します！
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り
も
ゴ
ミ
の
総
量

が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
協
力
し
て
一
生
懸

命
に
ゴ
ミ
を
拾
い
集
め
て
い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
斉
藤
　
紫
菜
】

　
ロ
ー
プ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
煙
草
の
吸
い
殻
、

キ
ャ
ン
プ
で
使
っ
た
物
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ゴ

ミ
が
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。
自
分
が
持
っ
て
き

た
物
は
ポ
イ
捨
て
せ
ず
に
家
に
持
ち
帰
り
、
自

然
を
き
れ
い
に
で
き
る
よ
う
に
意
識
し
て
い
き

た
い
で
す
。

命
を
考
え
る
教
室

　
９
月
15
日
、
八
戸
学
院
大
学
健
康
医
療
学
部

看
護
学
科
の
市
川
裕
美
子
准
教
授
に
よ
る
健
康

教
育
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
癌
の
原
因
や

対
策
、
癌
患
者
や
家
族
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
通
し

て
、
自
身
や
他
者
の
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
メ
モ
を
と
り
な

が
ら
熱
心
に
講
義
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

【
２
年
次
　
笹
森
　
優
来
】

　
癌
は
早
期
発
見
と
治
療
に
よ
っ
て
完
治
す
る

こ
と
が
多
い
と
知
り
ま
し
た
。
癌
は
日
本
の
国

民
病
と
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
身
近
な
も
の
な
の

で
、
周
囲
の
人
が
癌
に
な
っ
て
も
慌
て
ず
差
別

の
な
い
よ
う
に
接
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

【
３
年
次
　
永
谷
　
華
奈
】

　
自
分
が
癌
に
な
ら
な
い
た
め
に
す
る
べ
き
対

策
や
患
者
の
方
へ
の
接
し
方
を
学
び
ま
し
た
。

癌
の
発
見
が
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
、
定
期
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
本
当
に
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

【
10
・
11
月
の
行
事
予
定
】

10
月
４
日
　
芸
術
鑑
賞
教
室

10
月
６
日
　
薬
物
乱
用
防
止
教
室

10
月
９
日
　
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

10
月
22
日
　
ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
23
日
　
深
校
祭

11
月
10
日
　
生
徒
会
役
員
選
挙

11
月
15
・
16
日
　
授
業
公
開
日

11
月
24
日
　
後
期
生
徒
総
会

深
校
祭
に
つ
い
て

　
今
年
度
の
深
校
祭
は
「
生
徒
の
み
で
の
開

催
」
（
予
定
）
と
な
り
ま
し
た
。
ご
理
解
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

佐

　藤

　俊

　光
（
73
）
12

　
　区

菊

　池

　善

　男
（
71
）
12

　
　区

岩

　根

　い

　と
（
96
）
相

野

山

　

三

　浦

　タ

　イ
（
92
）
塩

見

崎

兼

　平

　直

　作
（
92
）
田

野

沢

大

　川

　榮
三
男
（
87
）
北
金
１
区

小

　野

　あ
つ
子
（
86
）
北
金
２
区

冨

　田

　ま
ち
ゑ
（
90
）
北
金
３
区

澁

　谷

　キ

　サ
（
89
）

　
関

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

 

最
近
、
広
報
ふ
か
う
ら
を
後
ろ
の
ペ

ー
ジ
か
ら
読
ん
で
い
る
方
が
増
え
て
い

る
み
た
い
で
す
。
そ
れ
は
紛
れ
も
な
く

草
創
教
育
長
の
連
載
コ
ー
ナ
ー
「
今
月

の
一
枚
」
の
影
響
で
し
ょ
う
。
実
は
、

こ
の
編
集
後
記
は
草
創
教
育
長
の
原
稿

を
い
た
だ
い
て
読
ん
で
か
ら
作
成
し
て

い
ま
す
。
そ
う
、
私
も
毎
月
こ
の
コ
ー

ナ
ー
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
読
者
で

す(

笑)
 

教
育
長
の
描
い
た
絵
と
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
に
関
す
る
想
い
が
込
め
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
の
で
す
が
、
自
分
自

身
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
、
い
つ

も
喝
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
ま
す
。
（
勝

手
に
入
れ
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
）

こ
の
よ
う
に
編
集
後
記
は
、
気
持
ち
を

切
り
替
え
集
中
し
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

 

今
月
の
内
容
は
「
失
敗
」
で
す
か…

お
っ
と
、
こ
れ
で
は
ネ
タ
バ
レ
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
、
今
月
号
は
後
ろ
の
ペ

ー
ジ
か
ら
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
！

靴
紐
を
締
め
て
ハ
ン
ド
ル
秋
う
ら
ら
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
幸
　
子

露
の
秋
ほ
っ
と
や
す
ら
ぐ
石
地
蔵
　
　
　
　
　
　
　
七
　
戸
　
た
か
女

芋
の
露
こ
ぼ
れ
ま
じ
と
て
こ
ぼ
れ
け
り
　
　
　
　
　
砂
子
田
　
ツ
　
ヱ

鰯
雲
地
球
丸
ご
と
包
み
込
み
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
呂
　
み
ち
ゑ

絵
日
傘
を
た
た
み
杖
と
せ
し
齢
　
　
　
　
　
　
　
　
近
　
藤
　
月
　
子

風
よ
ん
で
怪
鳥
と
な
る
鳥
威
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
本
　
こ
う
女

ひ
が
さ

つ
え

よ
わ
い

えか
ぜ

か
い
ち
ょ
う

と
り
お
ど
し

い
わ
し
ぐ
も

い
も

つ
ゆ

つ
ゆ

あ
き

い
し
じ
ぞ
う

く
つ
ひ
も

あ
き

し

11月生まれのお子さんの写真を
募集します！

戸
籍

窓
の

11月生まれのお子さんの写真を
募集します！
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発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　編
集
／
総
合
戦
略
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

10月号
No.199

2
0
2
1

N
o.1
9
9

10
月
号

収
穫
の
秋
!!

　
深
浦
小
学
校
の
５
年
生
が
、
稲
刈
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
収
穫
出
来
て
満
面
の
笑
み
！

　失
　敗

　
岩
崎
の
森
山
海
岸
で
す
。

　
水
彩
画
を
始
め
た
頃
の
絵
で
す
が
、

完
全
失
敗
作
で
す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
、

海
の
色
が
い
か
に
も
不
自
然
で
わ
ざ

と
ら
し
い
。
雲
も
岩
肌
も
順
調
に
塗

り
進
め
て
い
た
の
に
、
最
後
の
最
後

に
色
の
選
択
ミ
ス
。
全
く
ツ
メ
が
甘

い
。

　
同
じ
よ
う
な
失
敗
を
何
度
も
く
り

返
し
、
少
し
は
思
い
通
り
の
色
を
作

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な…

と
今
は

思
え
ま
す
。

　
　
　
　

　
話
は
飛
躍
し
ま
す
が
、
私
の
少
年

期
は
ス
ポ
根
全
盛
で
す
。
漫
画
を
例

に
と
れ
ば
「
巨
人
の
星
」
や
「
あ
し

た
の
ジ
ョ
ー
」
。
失
敗
や
挫
折
の
ど

ん
底
か
ら
何
度
も
は
い
上
が
り
、
必

死
に
前
に
進
む
主
人
公
の
生
き
方
に
、

人
生
の
高
い
価
値
を
見
出
し
た
世
代

で
す
。
血
と
汗
と
涙
で
汚
れ
た
、
泥

く
さ
い
姿
こ
そ
が
美
し
い
、
と
少
年

た
ち
に
は
素
直
に
思
え
ま
し
た
。

　
比
べ
て
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
苦

難
は
極
力
迂
回
し
、
失
敗
は
必
死
に

避
け
よ
う
と
し
ま
す
。
自
信
喪
失
し

た
自
分
の
姿
も
ひ
た
す
ら
隠
そ
う
と

し
ま
す
。
立
ち
止
ま
っ
た
り
戻
っ
た

り
迷
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
無
難

に
ゴ
ー
ル
イ
ン
す
る
こ
と
が
ス
マ
ー

ト
で
価
値
あ
る
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

星
飛
雄
馬
も
矢
吹
丈
も
ダ
サ
イ
の
で

す
。
（
笑
）

　
今
の
子
ど
も
は
根
性
な
し
？
　
い

え
、
実
は
一
番
悪
い
の
は
周
り
の
大

人
た
ち
で
す
！
　

　
子
ど
も
が
失
敗
を
極
端
に
嫌
う
の

は
、
大
人
が
失
敗
さ
せ
な
い
か
ら
で

す
。
子
ど
も
が
や
る
こ
と
全
て
に
大

人
が
首
を
突
っ
込
み
、
よ
っ
て
た
か

っ
て
丁
寧
に
露
払
い
し
て
し
ま
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
危
険
、
あ
ら
ゆ
る
失

敗
を
取
り
除
く
た
め
に
、
完
璧
な
対

策
を
下
準
備
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　
学
校
し
か
り
、
家
庭
も
し
か
り
。

試
行
錯
誤
も
紆
余
曲
折
も
波
瀾
万
丈

も
な
い
、
ひ
た
す
ら
筋
書
き
通
り
の

サ
ク
セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
し
か
子
ど
も

に
提
供
し
な
い
の
で
す
。

　
子
の
為
を
思
う
大
人
の
「
善
意
」
、

で
も
次
の
格
言
は
衝
撃
的
で
す
。

　
地
獄
へ
の
道
は
「
善
意
」
で
敷
き

つ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
無
菌
室
で
過
保
護
に
育
っ
た
子
ど

も
は
、
大
し
た
挫
折
も
経
験
せ
ず
、

極
め
て
逆
境
に
弱
い
若
者
に
な
り
果

て
ま
す
。
さ
さ
い
な
成
功
で
ほ
め
ら

れ
続
け
、
こ
の
程
度
の
努
力
で
認
め

て
く
れ
る
の
か
と
向
上
心
も
乏
し
く

な
る
で
し
ょ
う
。
逆
に
失
敗
を
指
摘

さ
れ
る
と
耐
性
が
な
い
分
、
極
端
に

落
ち
込
む
か
猛
反
発
し
て
し
ま
う
か

で
す
。

　
先
が
読
め
な
い
今
の
時
代
、
自
分

の
失
敗
を
認
め
ず
そ
こ
か
ら
学
ぼ
う

と
も
し
な
い
若
者
に
居
場
所
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
大
人
が
、
「
善
意
」
を
見

直
す
時
期
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
教
育
長
　
草
創
　
文
人
）

草
創
教
育
長
の

　
　
　「今
月
の
一
枚
」

（上段左から）

　ふくさわ　か ん たくん（５さい）
　つ ち や　こ こ ろさん（５さい）
　み か み　ひ ろ とくん（５さい）
　こ　　ん　りゅうのすけくん（５さい）
（下段左から）

　か さ い　か　　いくん（５さい）
　こ ぬ ま　よ　　りくん（５さい）
　お お た　しゅうすけくん（５さい）
　い そ べ　ゆうしんくん（５さい）

柳田保育園のなかよしたち

「じょうずにかけたよ」

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、お
誕生日を迎えたチビッ
コ達をご紹介します

坪根　　葵ちゃん
（風合瀬）　R１／10／25生
「いつでも笑顔でいてね♪」

あおい

大川　時生くん
（北金２区）　H29／10／29生
「いつも笑顔でいようね　」

おとき

成田　花楓ちゃん
（３区）　R１／10／17生

「いっぱい食べていっぱい遊ぼうね♡」

かえで

松沢　優李くん
（３区）　R１／10／19生
「これからも元気にやんちゃに大きくなぁれ！

生まれてきてくれてありがとう♥」

りゆう


